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　 需給動向

海外の畜産物の需給動向

牛　肉
米　国

日本、韓国、中国の３カ国が輸出をけん引

中国向け輸出の増加が顕著

　米国農務省経済調査局（ＵＳＤＡ/ＥＲＳ）
の「Ｌｉｖｅｓｔｏｃｋ　ａｎｄ　Ｍｅａｔ
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｒａｄｅ　
Ｄａｔａ」によると、２０２１年９月の牛肉
輸出量は、１３万９７１トン（前年同月比
２０．９％増）と引き続き好調に推移した（表）。
　輸出先別に見ると、輸出量第１位の日本向
けは３万１４３０トン（同１０. ３％増）、
同２位の韓国向けは２万９２８４トン（同
９. ９％増）と、いずれも前年をかなりの程
度上回った。米国食肉輸出連合会（ＵＳＭＥＦ）
によると、両国向けは冷蔵牛肉が大きく伸びて

おり、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－
１９）の影響によるレストランなど外食産業
への規制が緩和されたことで、引き続き高い
輸出が期待されるとしている。同３位の中国
向けは、米中経済貿易協定の第一段階合意以
降の米国産牛肉に対する高い需要を背景に
２万３７３８トン（同約４. １倍）と、９月
の輸出増加の最大の要因となった。これら上
位３カ国で輸出量全体の６割以上を占めた。
そのほか、メキシコ向けは、１万３８１トン
（同１４. １％増）と経済活動の再開に伴い
輸入需要は回復傾向にあるが、ＣＯＶＩＤ－
１９流行前の水準には及んでいない。

表　米国の輸出先別牛肉輸出量の推移
� （単位：トン）

2020 年
9月

2021 年
9月

2021 年
（1〜9月）前年同月比

（増減率） シェア 前年同期比
（増減率）

日本 28,498� 31,430� 10.3% 24.0% 286,060� ▲ 1.2%
韓国 26,635� 29,284� 9.9% 22.4% 272,388� 17.2%

中国 5,747� 23,738� 313.1%
（約 4.1 倍） 18.1% 178,930� 704.4%

（約 8.0 倍）
メキシコ 9,096� 10,381� 14.1% 7.9% 106,123� 20.1%
カナダ 10,474� 10,064� ▲ 3.9% 7.7% 92,805� ▲ 7.0%
台湾 8,166� 7,438� ▲ 8.9% 5.7% 66,192� ▲ 2.5%
香港 8,762� 4,565� ▲ 47.9% 3.5% 44,233� ▲ 33.2%

インドネシア �1,279� �1,903� 48.8% 1.5% �16,075� 42.5%
チリ �587� �1,247� 112.5% 1.0% �9,028� 34.4%
その他 �9,108� �10,922� 19.9% 8.3% �98,258� 19.0%
合計 �108,351� �130,971� 20.9% 100.0% �1,170,092� 21.0%

資料：USDA「Livestock�and�Meat�International�Trade�Data」
　注：枝肉重量ベース。
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　一方、香港向けは、４５６５トン（前年同
月比４７．９％減）と大幅に減少したが、現
地報道によると、香港経由で中国本土に輸入
されていた製品の一部が、直接中国に向けら
れたのは明らかとされている（図１）。

価格は引き続き堅調に推移も、消費
への影響を懸念

　ＵＳＤＡ/ＥＲＳの「Ｌｉｖｅｓｔｏｃｋ
ａｎｄ　Ｍｅａｔ　Ｄｏｍｅｓｔｉｃ　Ｄａｔａ」
によると、今年に入ってからの国内外の高い
牛肉需要を反映して、２１年１０月の牛肉卸
売価格は、前年同月比３４. ６％高の１００
ポンド当たり２８５. ９７米ドル（１キログ
ラム当たり７２５円：１米ドル=１１５円（注））
と引き続き前年同月を大幅に上回って推移し
た（図２）。また、２１年初頭からの牛群縮
小による供給頭数の減少見込みもある中で、
牛肉処理業者の需要が引き続き堅調なことか
ら、同年１０月の肥育牛価格は、前年同月比
１ ７．４ ％ 高 の １ ０ ０ ポ ン ド 当 た り
１２４．９１米ドル（同３１７円）と高値で
推移した（図３）。
　ＵＳＤＡは、育成牛の冬の放牧環境が改善
見込みであることや高水準にある肥育牛価格

図２　牛肉卸売価格の推移

資料：USDA「Livestock & Meat Domestic Data」
注１： カットアウトバリュー（各部分肉の卸売価格を１頭

分の枝肉に再構成した卸売指標価格）。
注２：チョイス級、６００～９００ポンド。

2019年

2020年

2021年

2018年

100

150

200

250

300

350

400

450

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

図２ 牛肉卸売価格の推移

（米ドル/百ポンド）

（月）

資料：USDA「Livestock & Meat Domestic Data」

注１：カットアウトバリュー（各部分肉の卸売価格を1頭分の枝肉に再構成した卸売指標価格）。

注２：チョイス級、６００～９００ポンド。

図３　肥育牛価格の推移

資料：USDA「Livestock & Meat Domestic Data」
　注：ネブラスカの相対取引価格、チョイス級、去勢。
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図３ 肥育牛価格の推移

（米ドル/百ポンド）

資料：ＵＳＤＡ「Ｌｉｖｅｓｔｏｃｋ＆Ｍｅａｔ Ｄｏｍｅｓｔｉｃ Ｄａｔａ」

注：ネブラスカの相対取引価格、チョイス級、去勢。
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図１　主要輸出先別牛肉輸出量の推移

資料：USDA「Livestock and Meat International Trade Data」
　注：枝肉重量ベース。
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図１ 主要輸出先別牛肉輸出量の推移

（千トン）

（年.月）

資料：USDA「Livestock and Meat International Trade Data」

注：枝肉重量ベース。

2020.1

を要因に、２１年第４四半期の肥育もと牛価
格、肥育牛価格は、いずれも堅調に推移する
と予測している。
　一方、牛肉価格の急騰により、消費者は外
食の機会を減らし、家庭で調理する傾向が見
られ、需要が期待された外食産業への支出が
伸び悩んでいる。現地報道によると、消費者
が価格高騰から牛肉製品の購入機会を減らす
のではないかと懸念する声もあり、今後の価
格動向が注目されている。

（注）�三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社「月
末・月中平均の為替相場」の２０２１年１１月末
TTS相場。

� （調査情報部　上村　照子）
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豪　州

牛群再構築は２０２２年まで継続と予想

２０２１年の牛の需給は引き続き
ひっ迫

　豪州食肉家畜生産者事業団（ＭＬＡ）は、
最 新 の 牛 肉 生 産 量 な ど の 見 通 し と な る 

「Ｉｎｄｕｓｔｒｙ ｐｒｏｊｅｃｔｉｏｎｓ 
２０２１－Ｎｏｖｅｍｂｅｒ ｕｐｄａｔｅ」
を公表した（表１）。
　これによると、２０２１年の牛飼養頭数は、
ラニーニャ現象の発生（後述）による安定的
な降雨を背景に、引き続き良好な放牧環境が
見込まれ、生産者における保留意欲の継続が
見込まれることから、２６３６万１０００頭

（前年比７. １％ 増）とかなりの程度増加し、
２３年には２８６４万３０００頭に達すると
予測している。
　一方、２１年のと畜頭数は、継続している
降雨の状況を踏まえた牛群再構築の流れを受
けて、前回見通しから下方修正され６００万
頭（同１６. ３％ 減）と大幅に減少し、過去
３６年間で最低水準になると見込んでいる。
また、同年の１頭当たり枝肉重量は３０８キ

ログラム（同４. ５％ 増）と見込んでおり、
と畜頭数の減少を一部相殺する形で、牛肉生
産量は１８４万８０００トン（同１２. ５％
減）とかなり大きく減少すると見込んでいる。
その後は牛飼養頭数の増加から、２３年のと
畜 頭 数 は ７ ４ ５ 万 頭、 牛 肉 生 産 量 は
２３０万８０００トンにそれぞれ回復すると
予測している。
　２１年の牛肉輸出量は、生産量の減少に伴
い９１万８０００トン（同１１. ６％ 減）と
かなり大きく減少すると見込んでいるが、
２３年は生産量の回復に伴い、１１４万トン
に回復すると予測している。
　生体牛輸出頭数については、豪州の牛価格
高騰により主要輸出先であるベトナムなどの
海外の輸入業者が、ブラジルなどの代替市場
からより安価な生体牛を輸入していることも
あ り、 ２ １ 年 は ７ ０ 万 ５ ０ ０ ０ 頭（ 同
３０. ２％ 減）と大幅な減少を見込んでいる。
しかし、牛群再構築の進展により、今後２年
間で徐々に牛価格が下落することが見込まれ
るため、２３年には８３万頭に回復すると予

表１　牛肉生産量などの見通し

項目 2019 年 2020 年 2021 年
（今回見込値）

2022 年
（今回予測値）

2023 年
（今回予測値）前年比

（増減率）
牛飼養頭数（千頭） 26,187 24,621 26,361 7.1 % 27,821 28,643 
成牛と畜頭数（千頭） 8,482 7,171 6,000 ▲ 16.3 % 6,650 7,450 
牛肉生産量（千トン） 2,405 2,111 1,848 ▲ 12.5 % 2,069 2,308 
１頭当たり枝肉重量

（キログラム） 283.6 294.8 308.0 4.5 % 311.1 309.8 

牛肉輸出量（千トン） 1,229 1,039 918 ▲ 11.6 % 1,060 1,140 
生体牛輸出頭数（千頭） 1,304 1,010 705 ▲ 30.2 % 750 830 

資料：MLA「Industry projections 2021-November update」
注１：牛肉生産量は枝肉重量ベース。牛肉輸出量は船積重量ベース。
注２：子牛および子牛肉を除く。
注３：２０２１年は見込値。２２年および２３年は予測値。
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測している。
　ＭＬＡは見通しの中で、豪州では牛の供給
不足に加え、労働力不足、輸送コストや豪ド
ルの高騰など、国内の加工業者や輸出業者を
めぐる情勢は、大変厳しいものとなっている
としている。また、豪州気象庁（ＢＯＭ）が、

図１　�夏季（１２月～翌２月）の豪州における降雨予想図

資料：ＢＯＭホームページから引用

肉牛生体取引価格は１１００豪セン
トを突破

　肉牛生体取引価格の指標となる東部地区若
齢牛指標（ＥＹＣＩ）価格は、１１月２２日
に過去最高となる１キログラム当たり
１１０５豪セント（９１７円：１豪ドル＝
８３円（注１））を記録した（図２）。

（注１）�三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社
「月末・月中平均の為替相場」の２０２１年１１月
末ＴＴＳ相場。）

　現地報道によると、今般の高騰要因には牛
群再構築に伴う牛の需給のひっ迫などが挙げ
られており、肉牛価格の高値基調は今後も継
続するとしている。

太平洋で２年連続となるラニーニャ現象が発
生していることを背景に、豪州北部および東
部のほとんどの地域で夏季（１２月～翌２月）
の降雨量が年平均値を上回ると予測している
ことから（図１）、牛群再構築が２０２２年
まで継続されると予想している。

　他方で、豪州フィードロット協会（ＡＬＦ
Ａ）とＭＬＡが１１月１９日に公表した全国
フィードロット飼養頭数調査の結果
（２０２１年７～９月期）では、フィードロッ
トの稼働率が７７. ３％と過去５年間平均稼
働率である７６. ５％を超える結果となっ
た。ＡＬＦＡは、牛群の再構築が進み、牛の
供給がひっ迫しているにもかかわらず、稼働
率が７５％を上回っていることは、フィー
ドロットでの需要が安定していることの裏付
けであるとしている（注２）。

（注２）�海外情報「フィードロット飼養頭数は１５期連続
で１００万頭超（豪州）」（https://www.alic.
go.jp/chosa-c/joho01_003107.html）を参照
されたい。
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韓国向けが増加もセーフガード数量
に迫る

　豪州農業・水・環境省（ＤＡＷＥ）による
と、２０２１年１０月の牛肉輸出量は
７万４３３３トン（前年同月比８. ６％減）

とかなりの程度減少した（表２）。一方、同
年１～１０月の累計（累計期間は以下同じ）
では７３万４９０８トン（前年同期比
１６. ０％減）と大幅に減少している。
　輸出先別に見ると、最大の輸出先である日
本向けは１万８７６９トン（前年同月比

2019/20年度

20/21年度
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過去5カ年平均
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図２ ＥＹＣＩ価格の推移

資料：ＭＬＡ

注１：年度は７月～翌６月。

注２：東部地区若齢牛指標（ＥＹＣＩ）価格は、東部３州（クイーンズランド州、ニューサウスウェールズ州、ビクトリア州）の主要家畜市場における若齢牛の

加重平均取引価格で、家畜取引の指標となる価格。肥育牛や経産牛価格とも相関関係にある。

注３：２０２０年３月２６日～６月１日の間は、新型コロナウイルス感染症の影響でＥＹＣＩ価格の集計を実施していない。

図２　ＥＹＣＩ価格の推移

資料：ＭＬＡ
注１：年度は７月～翌６月。
注２：�東部地区若齢牛指標（ＥＹＣＩ）価格は、東部３州（クイーンズランド州、ニューサウ

スウェールズ州、ビクトリア州）の主要家畜市場における若齢牛の加重平均取引価格で、
家畜取引の指標となる価格。肥育牛や経産牛価格とも相関関係にある。

注３：�２０２０年３月２６日～６月１日の間は、新型コロナウイルス感染症の影響でＥＹＣＩ
価格の集計を実施していない。

表２　輸出先別牛肉輸出量の推移
� （単位：トン）

2020 年
10月

2021 年
10月

2021 年
（1～10月）前年同月比

（増減率）
前年同期比
（増減率）

日本 22,371� 18,769� ▲�16.1% 196,760� ▲�11.1%
韓国 13,829� 14,920� 7.9% 131,635� 2.9%
米国 14,486� 13,587� ▲�6.2% 121,494� ▲�35.0%
中国 12,640� 12,619� ▲�0.2% 121,395� ▲�27.9%
東南アジア 7,350� 6,674� ▲�9.2% 81,747� 0.6%
中東 3,362� 2,273� ▲�32.4% 25,873� 8.7%
ＥＵ 658� 530� ▲�19.4% 6,547� ▲�11.1%
その他 6,619� 4,962� ▲�25.0% 45,837� ▲�9.7%
輸出量合計 81,314� 74,333� ▲�8.6% 734,908� ▲�16.0%
資料：�ＤＡＷE
注１：�船積重量ベース。
注２：�東南アジアは、フィリピン、タイ、マレーシア、シンガポール、インドネシアの合計。
注３：�中東は、イラン、イラク、シリア、レバノン、ヨルダン、イスラエル、サウジアラビア、クウェート、バー

レーン、カタール、オマーン、イエメン、エジプト、パレスチナ自治区、アラブ首長国連邦を構成する七
つの首長国のうち四つの首長国（アブダビ、ドバイ、フジャイラ、ラアス・アル＝ハイマ）の合計。
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中　国

堅調な需要から生産量、輸入量ともに増加

１～９月の牛肉生産量は前年同期比
３. ９％増

　中国国家統計局によると、２０２１年１～
９月の牛肉生産量は、前年同期比３. ９％増
の４６８万トンとなった（図１）。また、中
国農業農村部は、１１月４日に実施した記者
会見において、２１年の牛肉を含めた肉類全
般の生産量について、過去最高を記録する可
能性があるとしている。
　牛肉生産量が増加している要因について現
地専門家は、国民の所得向上や嗜

し こ う

好の変化な
どによる需要増加にけん引されたものとして
おり、政策的に肉牛生産が推進されているこ
とも、国内の牛肉生産の拡大につながってい
るとしている。なお、中国農業農村部は２１
年４月、２５年までに牛肉および羊肉の自給
率（注１）を８５％程度にすることなどを盛り
込んだ「牛肉と羊肉の生産発展を推進する５
カ年行動方案」を発表し、目標達成に向け、

優良品種の導入や良質な飼料の供給拡大など
を同方案における「重点任務」と位置付け、
補助金を手当てするなどの施策を実施してい
る。

（注１）�現状の牛肉の自給率について公表された数値はな
いが、２０２１年４月に公表された「中国農業展
望報告（２０２１－２０３０）」で示された２０年
の生産量（６７２万トン）と消費量（８８４万トン）
から試算すると、同年の牛肉自給率は７６％程度
と推定される。また、現地専門家からは、おおむ
ね６～７割程度との意見も聞かれる。

１６. １％減）と大幅に減少し、累計でも
１９万６７６０トン（前年同期比１１. １％
減）と、前月に比べ減少率が拡大した。
　続く韓国向けは、１万４９２０トン（前年
同月比７. ９％増）とかなりの程度増加し、
累計では１３万１６３５トン（前年同期比
２. ９％増）となった。なお、累計輸出量は
豪韓ＦＴＡに基づく２０２１年のセーフガー
ド発動数量（１７万７５６９トン）に近づい
ており、セーフガードが発動された場合、豪
州産牛肉の関税は残りの暦年で１８. ６％か
ら３０％に引き上げられるため、今後の韓

国向け輸出の動向が注目される。
　米国向けは、１万３５８７トン（前年同月
比６. ２％減）とかなりの程度減少した。累
計でも１２万１４９４トン（前年同期比
３５％減）と大幅に減少し、輸出先として
第３位に後退した。ＭＬＡや現地報道による
と、米国での干ばつにより同国の牛肉生産量
が多いことに加え、豪州国内の需給ひっ迫な
どを背景にした豪州産牛ひき肉の輸出価格の
高騰が要因とされている。

� （調査情報部　国際調査グループ）

図１　牛肉生産量の推移

資料：中国国家統計局
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図１ 牛肉生産量の推移

資料：中国国家統計局

（万トン）
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増産傾向にある中、牛肉価格は高値
で推移

　牛肉価格は、２０１９年後半以降、高値安
定で推移している。同価格は２１年４月以降、
一時的にごくわずかな下落傾向も見られたも
のの、９月に入り再び上昇傾向にある（図２）。
このことについて現地専門家は、豚肉価格の
下落により一時的に牛肉消費は緩んだもの

の、夏期休暇明けの学校再開による給食需要
や、秋季における気温低下に伴う食肉需要の
回復などから牛肉の引き合いが再び強くなっ
たことを挙げている。また、今後の牛肉価格
の動向については、需要期となる冬季を迎え
ることや、依然として飼料価格の高騰が続い
ていることなどから、上昇傾向は継続すると
予測している。
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図２ 牛肉卸売価格の推移
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資料：中国商務部

図２　牛肉卸売価格の推移

資料：中国商務部

牛肉輸入量は引き続き増加

　中国では生産拡大を推し進めているもの
の、国内の供給不足を満たすため、牛肉輸入
量は増加傾向にある。
　２０２１年１～１０月の冷凍牛肉の輸入量
は、前年同期比１２. ０％ 増の１９０万 
６９２１トンとなった（表１）。冷凍牛肉輸
入量に占める国別割合は、最大の輸入先であ
るブラジルが３９. ７％（前年同期比０. ７ポ
イ ン ト 減 ） と 第 ２ 位 の ア ル ゼ ン チ ン の
２０. ４％（同２. ４ポイント減）を大きく引
き離しているが、９月にブラジルで非定型Ｂ
ＳＥ（牛海綿状脳症）が発生したことを受け、
同国から中国への牛肉輸出が一時停止された
ため、１０月単月での同国からの輸入量は

７万４２２１トン（前年同月比１０. ９％ 減）
とかなりの程度減少した。
　このような中で中国政府は１２月１５日、
３０カ月齢以下の骨なし牛肉に限りブラジル
からの輸入再開を公表したため、今後、同国
からの輸入量は回復に向かうものとみられる。
　また、アルゼンチンは、自国内の牛肉価格
対策として２１年５月から牛肉の輸出制限措
置を講じてきたが、１０月に一部牛肉の中国
向け輸出を同制限の対象から除外した（注２）。
これにより、７月以降、前年同月比で１～４
割弱減少していた同国からの冷凍牛肉の輸入
量 が、 １ ０ 月 は ３ 万 ８ ８ ２ ９ ト ン（ 同
１０. ２％ 増）と増加に転じた。この他、
２１年に入ってから継続的に豪州からの輸入
量が減少する一方で、２１年１～１０月の米
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国からの輸入量は前年同期比で約７. ５倍と
大幅に増加している。

（注２）�海外情報「アルゼンチン、牛肉輸出制限措置を追
加 緩 和 」（https://www.alic.go.jp/chosa-c/
joho01_003065.html）を参照されたい。

　また、絶対量は少ないものの、同期の冷蔵
牛肉の輸入量は中国国内の需要増加を受け、
前年同期比０. ８％増の３万５５１１トンと
なった（表２）。輸入先別に見ると、冷凍牛
肉と同様、豪州からの輸入が減少している一

方、米国やウルグアイからの輸入は激増して
いる。また、ロシアからの輸入増加やイタリ
アからの輸入解禁など、輸入先の多角化も積
極的に行われている。現地専門家によると、
現状の中豪間の貿易摩擦に係るこう着状態は
長期化の様相を呈しており、今後数年間はこ
のような状況が継続する可能性もあるとみら
れることから、豪州からの牛肉輸入量はさら
に減少する一方、その他の国からの牛肉輸入
の増加が見込まれるとしている。

� （調査情報部　阿南　小有里）

表１　冷凍牛肉の輸入先別輸入量の推移
� （単位：万トン）

2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年
（1〜10月） 前年同期比

（増減率）
ブラジル 19.8� 32.3� 40.0� 84.8� 75.8� 10.0%
アルゼンチン 8.6� 18.0� 37.6� 48.1� 39.0� 0.1%
ウルグアイ 19.6� 21.9� 28.6� 22.8� 26.8� 43.3%
豪州 11.0� 16.1� 28.0� 22.0� 10.7� ▲ 46.1%
ニュージーランド 7.9� 10.8� 20.5� 16.1� 16.5� 19.4%

米国 0.2� 0.7� 0.9� 2.5� 10.7� 654.7%
（約 7.5 倍）

その他 1.8� 2.7� 6.7� 10.6� 11.2� 28.6%
合計 68.9� 102.3� 162.2� 207.0� 190.7� 12.0%
資料：「Global�Trade�Atlas」
注１：製品重量ベース。
注２：ＨＳコード０２０２。

表２　冷蔵牛肉の輸入先別輸入量の推移
� （単位：トン）

2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年
(1〜10月） 前年同期比

（増減率）
豪州 5,912� 12,575� 27,517� 33,366� 16,160� ▲ 38.3%
ニュージーランド 379� 3,172� 9,229� 8,937� 7,023� 7.9%

米国 268� 236� 856� 3,535� 7,854� 473.7%
（約 5.7 倍）

アルゼンチン ― ― 67� 1,498� 2,205� 193.2%
（約 2.9 倍）

ウルグアイ ― ― 77� 1,312� 2,122� 513.3%
（約 6.1 倍）

その他 ― 6� 106� 88� 149� 122.4%
（約 2.2 倍）

合計 6,558� 15,990� 37,852� 48,737� 35,511� 0.8%
資料：「Ｇｌｏｂａｌ　Ｔｒａｄｅ　Ａｔｌａｓ」
注１：製品重量ベース。
注２：ＨＳコード０２０１。
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図１　月別豚肉生産量の推移
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（千トン）
図１ 月別豚肉生産量の推移

資料：欧州委員会「Ｅｕｒｏｓｔａｔ」

注１：直近月は速報値。

注２：枝肉重量ベース。

（月）

資料：欧州委員会「Ｅｕｒｏｓｔａｔ」
注１：直近月は速報値。
注２：枝肉重量ベース。

豚　肉
Ｅ　Ｕ

豚枝肉卸売価格は、低水準で推移

８月の豚肉生産量は前年同月比
３. ０％増

　欧州委員会によると、２０２１年８月の豚
肉生産量（ＥＵ２７カ国）は、１頭当たり枝
肉重量が前年同月比０. ６％減の９１. ７キ
ログラムとなったものの、と畜頭数が同
３. ５％増の２０４９万頭となったことか
ら、同３. ０％増の１８７万８０５０トンと
なった（図１、表）。また、１～８月の累計
では、前年同期をやや上回る１５４８万トン
（前年同期比３. ０％増）となった。
　同月の生産量を主要生産国別に見ると、Ｅ
Ｕの豚肉輸出をけん引するスペイン（前年同
月比１０.６％増）、デンマーク（同１２.４％
増）、オランダ（同５. ９％増）などが前年

同月を上回った。一方で、ドイツは、昨年９
月に野生イノシシでアフリカ豚熱の発生が確
認されて以来、主要輸出先であった中国など
アジア諸国を中心に輸入停止措置が続いてい
ることから、同５. ０％減の４０万１０００
トンとなった。
　なお、ドイツでは本年７月に続き、１１月
１５日、同国北東端に位置するメクレンブル
ク＝フォアポンメルン州で新たに家畜豚での
アフリカ豚熱発生が確認され（注１）、その後、
同州では１１月２５日に野生イノシシでもア
フリカ豚熱発生が確認されるなど養豚への影
響が懸念されている。

（注１）�海外情報「新たな州で家畜豚のアフリカ豚熱発生�
（ドイツ）」（https://www.alic.go.jp/chosa-c/
joho01_003096.html）を参照されたい。
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表　主要生産国別豚肉生産量の推移
� （単位：千トン）

2020 年
8月

2021 年
8月

2021 年
（1〜8月）前年同月比

（増減率）
前年同期比
（増減率）

ドイツ 422 401 ▲�5.0% 3,318 ▲�2.0%
スペイン 362 400 10.6% 3,388 3.6%
フランス 176 184 4.5% 1,464 0.4%
デンマーク 135 152 12.4% 1,157 11.2%
ポーランド 166 148 ▲�11.1% 1,296 2.9%
オランダ 130 138 5.9% 1,138 6.9%
イタリア 99 105 5.3% 884 7.2%
その他 333 351 5.3% 2,832 3.9%
合計 1,824 1,878 3.0% 15,477 3.0%
資料：欧州委員会「Ｅｕｒｏｓｔａｔ」
　注：枝肉重量ベース。

１０月の豚枝肉卸売価格は、前年同
月比６. ９％安

　欧州委員会によると、２０２１年１０月の
豚枝肉卸売価格（ＥＵ２７カ国）は、前年同
月比６. ９％安の１００キログラム当たり
１３０. ６ユーロ（１万６９６６円：１ユー
ロ＝１２９. ９１円（注２））となった（図２）。
同価格は、１９年は中国におけるアフリカ豚
熱の流行による同国向け輸出需要の増加など
に伴い、上昇基調で推移していたものの、
２０年３月のＣＯＶＩＤ－１９拡大による需
要減退や同年９月のドイツでの野生イノシシ

におけるアフリカ豚熱の発生を受けて下落傾
向で推移していた。その後、ＣＯＶＩＤ－
１９に関する規制緩和に伴う外食需要などの
回復もあり、２１年１月以降は上昇基調に
あった。しかし、中国国内の豚肉生産の回復
に伴い同国向けの輸出量が大幅に減少する
と、アジア諸国から輸入停止措置が続いてい
るドイツ産豚肉に加えて輸出先を失った輸出
国の豚肉がＥＵ域内で滞留したことなどから
６月以降は下落傾向となっている。

（注２）�三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社
「月末・月中平均の為替相場」の２０２１年１１月
末ＴＴＳ相場。
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図２ 豚枝肉卸売価格の月別推移

資料：欧州委員会「Ｍｅａｔ Ｍａｒｋｅｔ Ｏｂｓｅｒｖａｔｏｒｙ－Ｐｉｇｍｅａｔ」

注：ＥＵ参考価格（ＣＬＡＳＳ Ｅ）。

（月）

資料：欧州委員会「Meat�Market�Observatory-Pigmeat」
　注：EU参考価格（CLASS�E）。

図２　豚枝肉卸売価格の月別推移
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EU平均
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図３ 豚枝肉卸売価格の週別推移

資料：欧州委員会「Ｍｅａｔ Ｍａｒｋｅｔ Ｏｂｓｅｒｖａｔｏｒｙ－Ｐｉｇｍｅａｔ」

注１：ＥＵ参考価格（ＣＬＡＳＳ Ｅ）。

注２：デンマークの２０２０年２月１７日および２０２１年１０月１１日はデータなし。
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図３　豚枝肉卸売価格の週別推移

資料：�欧州委員会「Meat�Market�Observatory-Pigmeat」
注1：EU参考価格（CLASS�E）。
注2：�デンマークの2020年2月17日および2021年10月11日はデータなし。

　同価格の推移を週ごとに見ると、６月１４
日の週を境に下落に転じ、１０月１８日の週
に同１３０ユーロを下回り、その後は低い水
準で推移し、直近の１１月１５日の週は前週
比０. １ ％ 安の同１２８. ５ ８ ユーロ
（１万６７０４円）となった（図３）。
　このような状況を受けて、１１月には加盟
国から欧州委員会に対し、同価格は過去１０
年間で最も低い水準にあり、養豚生産者の離
農を引き起こしかねないことから、共通農業

米　国

鶏肉輸出量、メキシコ向けなど引き続き好調に推移

１～９月の鶏肉生産量、前年同期比
０. ５％増

　米国農務省経済調査局（USDA/ERS）に

よると、２０２１年１～９月の鶏肉生産量は、
１５２８万８０００トン（前年同期比０.５％
増）と引き続き前年を上回るペースを維持し
ている（表１）。同期間の処理羽数は６９億�

鶏　肉

政策による豚肉の民間在庫補助を含む緊急支
援を求める要請が行われた。しかしながら、
欧州委員会は価格下落の現状を認識している
としつつも、民間在庫補助などの市場措置を
取ることは適切ではないとし、この要請を拒
否している。また、欧州でＣＯＶＩＤ－１９
の再拡大によるロックダウンなどの規制が懸
念されていることから、今後の同価格の推移
が注目されている。

� （調査情報部　小林　智也）
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２３００万羽（同０. ５％減）となった一方
で、生体重量が１羽当たり２. ９３キログラ
ム（同０. ８％増）となったことが生産を押
し上げる形となった。
　処理羽数が前年同期を下回ったのは、２１
年１、２月の減少による影響が大きい（図１）。
１月は食鳥処理場の稼働日数が前年同月より
も２日少なかったことから、処理羽数は前年
同月比９. １％減となった。また、２月は、

カレンダー日数が少ないことで他の月より減
少傾向にあるが、同月中旬にテキサス州など
の南部で記録的な寒波が発生し、処理場の稼
働率低下などから鶏肉生産に大きな影響が生
じた。翌週以降、鶏肉生産の遅れを取り戻す
ため、処理場は稼働時間を増やしたものの、
同月の処理羽数は６億７６８１万羽（同
５. ６％減）と前年同月をやや下回った。

2020年 2019年

2021年
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図１ ブロイラー処理羽数の推移

（月）

（百万羽）

資料：USDA「Livestock ＆ Meat Domestic Data」資料：USDA「Livestock ＆ Meat Domestic Data」

図１　ブロイラー処理羽数の推移

表１　鶏肉生産量の推移

2020 年
（1〜12 月）

2021 年
9 月

2021 年
（1〜9 月）前年比

（増減率）
前年同月比
（増減率）

前年同期比
（増減率）

生産量（千トン） 20,223 1.5% 1,781 1.3% 15,288 0.5%
処理羽数（百万羽） 9,230 0.1% 794 0.5% 6,923 ▲ 0.5%
生体重量（キログラム / 羽） 2.91 1.4% 2.97 0.8% 2.93 0.8%

資料：USDA「Livestock & Meat Domestic Data」
注１：連邦食肉検査済みのもの。
注２：生産量は可食処理ベース（骨付き）。

１～９月の鶏肉輸出量、前年同期比
４. ４％増

　USDA/ERSによると、２０２１年１～９
月の米国の鶏肉輸出量は、２５６万トン（前
年同期比４. ４％増）と前年同期をやや上

回った（表２）。
　USDAによると、最大の輸出先であるメキ
シコ向けは、同国で主に加工用に仕向けられ
る輸入鶏肉需要の増加などから、前年同期比
２４. ４％増となった。フィリピン向けは、
アフリカ豚熱の影響に伴う豚肉からの代替需
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要から、同約２.４倍と大幅に増加した。一方、
中国向けは、前年の輸出が記録的な水準で
あったことに加え、現地の鶏肉価格が下落し
たことなどから、同３５. ７％減となった。
　中国向け鶏肉輸出が減少する中、USDA/
ERSの統計には含まれない同国向けもみじ
（鶏足）の輸出量は好調に推移している（図
２）。もみじは、米国ではレンダリング用以外、

ほとんど需要がない一方で、中国では加工や
外食など幅広い用途で需要があり、米国産も
みじはサイズや品質などの面で高く評価され
ている。米国での鳥インフルエンザ発生によ
り、１５年から中国向けの輸出が停止されて
いたが、１９年１１月に輸出が再開されて以
降、増加基調となっている。

表２　輸出先別鶏肉輸出量の推移
� （単位：千トン）

2021 年
9月

2021 年
（1〜9月）前年同月比

（増減率）
前年同期比
（増減率）

シェア
（%）

メキシコ 63 3.6% 621 24.4% 24.2%
キューバ 18 18.5% 227 77.2% 8.9%

フィリピン 9 ▲ 7.9% 129 136.7%
（約 2.4 倍） 5.1%

中国 13 ▲ 58.7% 126 ▲ 35.7% 4.9%
台湾 12 ▲ 0.5% 118 ▲ 37.1% 4.6%
カナダ 12 ▲ 23.0% 111 ▲ 3.3% 4.3%
グアテマラ 11 25.4% 106 25.2% 4.1%
アンゴラ 13 9.9% 94 36.3% 3.7%
ベトナム 7 ▲ 33.8% 83 ▲ 36.9% 3.2%
その他 115 8.6% 946 ▲ 4.4% 37.0%
合計 271 ▲ 3.2% 2,560 4.4% 100.0%

資料：USDA「Livestock�and�Meat�International�Trade�Data」
注１：製品重量ベース。
注２：もみじ（鶏足）を除く。
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図２ 冷凍もみじの中国向け輸出量の推移

（千トン）

（年.月）

資料：GTA（HSコード：０２０７１４００４）

注：製品重量ベース。

図２　冷凍もみじの中国向け輸出量の推移

資料：「Global�Trade�Atlas」
注１：製品重量ベース。
注２：HSコード020714004。

� （調査情報部　河村　侑紀）
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ブラジル

鶏肉輸出量は増加傾向が加速

堅調な国内外の需要を背景に増産傾
向で推移

　ブラジル地理統計院（ＩＢＧＥ）によると、
２０２０年の鶏肉生産量は、１３７７万トン

（前年比１. ６％ 増）と前年をわずかに上回っ
た（図１）。２１年１～９月の累計（速報値）

では、国内外の需要が堅調であることから、
１０９１万トン（前年同期比７. ０％ 増）と
前年同期をかなりの程度上回り、増加傾向で
推移している。中でも、本年３月の生産量は
１３２万トンとなり、１６年以降の単月生産
量としては初めて１３０万トンを超える高い
水準となった。
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6,000

8,000
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12,000

14,000

16,000

2016 17 18 19 20 20

(1～9月)

21

(1～9月)

図１ 鶏肉生産量の推移

（千トン）

資料：ＩＢＧＥ

注：２０２１年は速報値。

（年）

図１　鶏肉生産量の推移

資料：IBGE
　注：2021年は速報値。

１～１０月の鶏肉輸出量、前年同期
比９. １％増

　ブラジル経済省貿易事務局（ＳＥＣＥＸ）
によると、２０２１年１～１０月の鶏肉輸出
量は、３５２万５４２５トン（前年同期比
９. １％ 増）と前年同期をかなりの程度上
回った（表）。特に９、１０月の鶏肉輸出量
はいずれも前年同月を２割以上も上回ってお
り、増加傾向が顕著となっている。鶏肉輸出
量は、飼料価格高により生産コストが大幅に
上昇しているものの、米ドルに対するレアル
安の為替相場を追い風に海外からの堅調な需

要を受けて増加傾向で推移している（図２）。
　輸出先別に見ると、最大の中国向けは
５４万９２５７トン（同２. ５％ 減）と前年
をわずかに下回った（図３）。同国向けは、
年初に前年同期を下回っていたが、３月以降
は持ち直してきている。日本向けは、３５万 
６７９５トン（同７. ５％ 増）とサウジアラ
ビアを抜いて第２位となった。日本向け輸出
量は月３万トン台で比較的安定していたが、
９、１０月はそれぞれ４万５０００トンを超
える水準に増加した。これは、日本にとって
主要鶏肉輸入先であるタイからの輸入量が、
同国でのＣＯＶＩＤ－１９の影響による生産
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減に伴い減少したためとみられる。また、サ
ウジアラビア向けは３１万４４００トン（同
１６. ３％減）と大幅に減少した。これは、
サウジアラビア食品医薬品庁（ＳＦＤＡ）が
２１年５月、ブラジルの１１鶏肉処理場から
の輸入を停止する措置を講じたためである。
一方、アラブ首長国連邦向けは、６月以降の
輸出量が前年を大幅に上回って推移してい

る。このほか、メキシコ向けも前年同期を大
幅に上回っている。これは、同国政府が６月、
米国・メキシコ・カナダ協定（ＵＳＭＣＡ）
外の国に対し新たに鶏肉の輸入割当を行い、
ブラジルには３万トンを割り当てたためとみ
られる。なお、新たな輸入割当枠は無税で、
骨付きおよび骨なしカット肉に適用される。

表　輸出先別鶏肉輸出量および輸出額の推移

区分

2020 年
（1月〜10 月）

2021 年
（1月〜10 月）

前年同期比
（増減率）

輸出量
（トン）

輸出額
（千米ドル）

単価
（米ドル/トン）

輸出量
（トン）

輸出額
（千米ドル）

単価
（米ドル/トン） 輸出量 輸出額 単価

中国 563,590 1,073,716 1,905 549,257 1,084,014 1,974 ▲ 2.5% 1.0% 3.6%
日本 331,988 549,231 1,654 356,795 669,257 1,876 7.5% 21.9% 13.4%
サウジア
ラビア 375,652 548,620 1,460 314,400 571,017 1,816 ▲ 16.3% 4.1% 24.4%

アラブ首
長国連邦 245,341 345,051 1,406 306,616 535,942 1,748 25.0% 55.3% 24.3%

南アフリ
カ共和国 210,570 94,670 450 245,352 171,250 698 16.5% 80.9% 55.2%

フィリピン 59,799 35,495 594 147,633 134,118 908 146.9% 277.9% 53.1%

メキシコ 13,703 6,535 477 98,876 149,013 1,507 621.6%
（約7.2倍）

2,180.2%
（約 22.8 倍）

216.0%
（約3.2倍）

イエメン 88,571 106,248 1,200 97,686 150,469 1,540 10.3% 41.6% 28.4%
その他 1,340,799 1,805,674 1,347 1,408,810 2,205,438 1,565 5.1% 22.1% 16.2%

合計 3,230,013 4,565,239 1,413 3,525,425 5,670,519 1,608 9.1% 24.2% 13.8%
資料：SECEX
注1：HSコード0207.11、0207.12、0207.13、0207.14の合計。
注2：製品重量ベース。

図２　為替相場（米ドルに対するレアル）の推移

資料：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング「現地参考為替相場」
　注：各月の平均Sellingレートの推移。
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資料：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング「現地参考為替相場」

注：各月の平均Sellingレートの推移。

図３ 為替相場（米ドルに対するレアル）の推移

（レアル/米ドル）
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国内のトウモロコシ価格は高水準で
推移

　ブラジル農牧研究公社（ＥＭＢＲＡＰＡ）
養鶏・養豚センター（ＣＩＡＳ）によると、
最大の鶏肉生産州であるパラナ州のブロイ
ラー生産コスト指数（２０１０年１月の生産
コストを１００とした指数）は、高水準で推
移している。同指数は、１８年４月から１９
年９月ごろまで２２０ポイント前後で推移し
ていたが、その後上昇傾向で推移し、２１年
５月には４００ポイントを超えた。その後は
４００ポイント前後で推移しており、１０月

は前年同月比２２. ６％高となった（図４）。
　鶏肉生産コストの約７割は飼料費が占める
が、トウモロコシの卸売価格（マットグロッ
ソ州）は、１９年１０月ごろから上昇傾向で
推移し、２１年１０月には、前年同月比
３５. ３％ 高の６０キログラム当たり
９６. ０レアル（１９２０円、１レアル＝
２０円）と高水準にある（図５）。これは、
国内外からのトウモロコシの需要が堅調であ
ることのほか、当該年度のトウモロコシ生産
量が天候の影響などにより大幅に減少したた
めとみられる。

図４　パラナ州のブロイラー生産コスト指数の推移

資料：ブラジル農牧研究公社（EMBRAPA）
　注：2010年1月の生産コストを100ポイントとしている。
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図４ パラナ州のブロイラー生産コスト指数の推移

（ポイント）

資料：ブラジル農牧研究公社（EMBRAPA）

注：２０１０年１月の生産コストを１００ポイントとしている。
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図３　主要輸出先別鶏肉輸出量の推移

資料：SECEX
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図５　マットグロッソ州のトウモロコシ相場の推移

資料：ブラジル国家食糧供給公社（CONAB）
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図５ マットグロッソ州のトウモロコシ相場の推移

資料：ブラジル国家食糧供給公社（ＣＯＮＡＢ）

（レアル/60kg）

（年.月）2018.1

国内鶏肉価格は記録的高値を維持

　サンパウロ大学農学部応用経済研究所（Ｃ
ＥＰＥＡ）によると、ブラジルの鶏肉卸売価
格（サンパウロ州、名目価格）は、同国内で
ＣＯＶＩＤ－１９が拡大し始めた２０２０年
３～５月ごろにかけて下落し、１キログラム
当たり３. ８レアル（８４円）程度となった。
その後は、堅調な需要を背景に上昇傾向で推
移している（図６）。２１年９月中旬には同

８. ５７レアル（１７１円）と統計が開始さ
れた０４年以降の最高値を更新し、その後、
やや下落したものの、高水準の状況が続いて
いる。
　この要因の一つとして、国内の経済状況の
悪化が挙げられる。２０年の同国のＧＤＰは、
ＣＯＶＩＤ－１９の影響によりマイナス
４. １％となった。このため、より安価な食
肉である鶏肉に需要がシフトし、国内鶏肉価
格の上昇につながったとしている。

図６　サンパウロ州の鶏肉卸売価格（丸鶏・冷蔵）の推移

資料：サンパウロ大学農学部応用経済研究所（CEPEA）
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図６ サンパウロ州の鶏肉卸売価格（丸鶏・冷蔵）の推移

（レアル/kg）

（年.月）20.119.12018.1

資料：サンパウロ大学農学部応用経済研究所（ＣＥＰＥＡ）

21.14 7 10 4 7 10 4 7 104 710

� （調査情報部　井田　俊二）
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牛乳・乳製品
米　国

バター、チーズなど高付加価値製品を中心に輸出が好調

９月も乳製品輸出は堅調に推移

　米国農務省経済調査局（ＵＳＤＡ/ＥＲＳ）
の「Ｄａｉｒｙ　Ｄａｔａ」によると、
２０２１年９月の乳製品輸出は、港湾の混乱
など物流面での課題があるにもかかわらず、
世界的な需要の高まりを背景に、引き続き堅
調に推移した（表）。米国を含めて世界的に
乳製品価格が高くなっていること、また、バ
ターやチーズといった付加価値の高い製品の
輸出が増加していることで、輸出量、輸出額
ともに高い水準となっている。
　主な品目を見ると、チーズの輸出量は、
３万４１００トン（前年同月比１９.９％増）
と米国産チーズに対する世界的な需要を背景
に大きく増加した。特に経済が回復傾向にあ
るメキシコ向けは堅調となった。メキシコへ
の輸出は、混乱する港湾を利用せず、トラッ
ク輸送が可能であることも増加を促してい
る。米国乳製品輸出協会（ＵＳＤＥＣ）では、
トラックや鉄道を利用した輸出は海上運賃と

比べて割高となるが、目的地に遅延なく輸送
できるため信頼性が向上するとしている。ま
た、これにより輸出業者、輸入業者双方にとっ
ても魅力が増すことで、他の市場に向けられ
る予定であった製品がメキシコ向けに転用さ
れることにもつながっているとしている。
　バターの輸出量は、３１００トン（同
１０７. ０％増）と１０カ月連続で前年同月
を上回っている。ここ数年、米国産乳製品の
主要輸出市場となっている中東や北アフリカ
向けの輸出が増加していることも一因である。
　一方、ホエイの輸出量は、５月が前年同月
比３０. ０％増と大幅に増加したが、８月が
前年同月比１７. ３％減とかなり減少したの
に続き、９月は前年同月並と伸び悩んだ。こ
れについてＵＳＤＥＣは、港湾の混乱がある
ほか、米国産ホエイの主要輸出先である中国
向けが、同国の豚肉価格急落により飼養頭数
が減少してきたことで、飼料用ホエイの需要
が減少していることも一因と分析している。

表　主要乳製品輸出量の推移
� （単位：千トン）

2020 年
9月

2021 年
9月

2021 年
（1〜9月）前年同月比

（増減率）
前年同期比
（増減率）

脱脂粉乳 61.5 70.1 14.0% 691.6 12.5%
チーズ 28.4 34.1 19.9% 304.5 8.1%
乳糖 30.1 31.8 5.4% 292.5 0.3%
ホエイ 18.8 18.8 ▲ 0.2% 174.0 11.4%
WPC 13.3 10.2 ▲ 23.3% 105.6 1.1%
バター 1.5 3.1 107.0% 33.4 127.0%
資料：ＵＳＤＡ「Daily�Data」
　注：製品重量ベース。
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乳牛経産牛飼養頭数・生乳生産量と
もに前年同期比減

　米国農務省全国農業統計局（ＵＳＤＡ/Ｎ
ＡＳＳ）の「Ｍｉｌｋ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ」
によると、２０２１年１０月の乳用経産牛飼
養頭数は前年同月比０. １％ 減の９４０万頭
と な っ た。 飼 養 頭 数 は ２ １ 年 ５ 月 の
９５０万７０００頭をピークに５カ月連続で

減少しており、２２カ月ぶりに前年同月を下
回った（図１）。
　また、１０月の生乳生産量は、同０. ５％
減の８３９万８０００トンとなった（図２）。
ＵＳＤＡは、ここ数カ月の間、乳価に比べて
飼料、労働力、燃料などの投入コストが高い
ことが生乳生産の伸びに悪影響を及ぼしてい
ると分析している。

図１　乳用経産牛飼養頭数の推移 図２　生乳生産量の推移
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図２ 生乳生産量の推移
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資料：ＵＳＤＡ「Ｍｉｌｋ Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ」

資料：USDA/NASS「Milk Production」 資料：USDA「Milk Production」

減少が続くバター在庫と潤沢なチー
ズ在庫

　 Ｕ Ｓ Ｄ Ａ/Ｎ Ａ Ｓ Ｓ の「 Ｃ ｏ ｌ ｄ　 
Ｓｔｒａｇｅ」によると、２０２１年１０月
のバターの期末在庫量は１２万７７００トン

（前年同月比６. １％ 減）となり、４カ月連
続で減少した（図３）。現地報道によると、
クリーム価格の高騰によりバター生産量が抑
制されたことに加え、小売業者が１２月のク
リスマス休暇に備えてバター在庫を確保して

いることが要因とされている。
　一方で、同月のチーズの期末在庫量は、
６５万８３００トン（同８. ２％ 増）と依然
として高い水準にある（図４）。例年、チー
ズの在庫は夏の終わりから秋にかけて減少す
るが、今年はその傾向から変化している。現
地報道によれば、国内外のチーズ需要は高い
ものの、それを上回る生産がされているとし、
過剰な在庫が価格の下落にも影響を及ぼして
いるとされている。
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Ｅ　Ｕ

１０月の生乳取引価格は、前年同月をかなりの程度上回る

９月の生乳出荷量、上位３カ国の減
少により前年同月を下回る

　欧州委員会によると、２０２１年９月の生
乳出荷量（ＥＵ２７カ国）は前年同月をわず
かに下回る１１３８万４８９０トン（前年同
月比０. ５％減）となった（表）。

　同月の出荷量を国別に見ると、イタリア（同
５. ７％増）、アイルランド（同７. ４％増）、
スペイン（同０. ７％増）が前年同月を上回っ
た一方で、主要生産国上位のドイツ（同
２. ４％減）、フランス（同２. ４％減）、オ
ランダ（同４. １％減）は、いずれも前年同
月を下回った。

図３　バター在庫量の推移 図４　チーズ在庫量の推移
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図４ チーズ在庫量の推移
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資料：ＵＳＤＡ「Ｃｏｌｄ Storage」

注：各月月末時点。資料：USDA「Cold Storage」
　注：各月月末時点。

資料：USDA「Cold Storage」
　注：各月月末時点。

� （調査情報部　上村　照子）

表　主要生産国別生乳出荷量の推移
 （単位：千トン）

2020 年
9 月

2021 年
9 月

2021 年
（1〜9 月）前年同月比

（増減率）
前年同期比
（増減率）

ドイツ 2,582 2,519 ▲ 2.4% 24,361 ▲ 1.6%
フランス 1,872 1,827 ▲ 2.4% 18,432 ▲ 1.2%
オランダ 1,110 1,065 ▲ 4.1% 10,335 ▲ 2.1%
ポーランド 997 997 ▲ 0.0% 9,511 0.3%
イタリア 932 984 5.7% 9,375 4.7%
アイルランド 747 802 7.4% 7,606 6.4%
スペイン 589 593 0.7% 5,656 0.6%
デンマーク 460 459 ▲ 0.4% 4,270 ▲ 0.3%
ベルギー 352 341 ▲ 3.1% 3,331 ▲ 0.7%
その他 1,797 1,798 0.0% 17,170 ▲ 0.1%
合計 11,438 11,385 ▲ 0.5% 110,047 0.0%

資料：欧州委員会「Eurostat」
注１：速報値ベース。
注２：データが未公表のルクセンブルグは除く。
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　四半期ごとの推移を見ると、第１四半期は
冬場の寒波が例年以上に厳しかったことによ
り前年同期を下回ったものの、第２四半期は
天候の回復から牧草の生育状況が良好だった
こともあり、前年同期を上回った（図１）。
また、第３四半期はＥＵ南部が夏の高温・乾
燥に見舞われたため、こうした地域では牧草
の生育に影響が出たものの、主要生産国の多
くで牧草の生育に適した天候が続いたことか
ら前年同期並みを維持した。この結果、第１～
３四半期の生乳出荷量は１億１００５万トン
と前年同期並みとなった。

米国向け輸出増などから、チーズ生
産量は前年同期を上回る

　欧州委員会によると、２０２１年１～９月
のＥＵの主要な乳製品の生産量は、チーズを
除きいずれも前年同期を下回った（図２）。
品目別に見ると、チーズは６９４万９６１０
トン（前年同期比２. ３％増）と前年同期を
上回った。これは、航空機補助金をめぐる米
国の追加関税措置が停止されたことで、米国
向け輸出が大幅に増加したことに加え、中国
向け輸出の拡大が生産量の増加につながった
ものとみられる（注１）。その他の主要乳製品で

は、チーズ向け生乳の仕向け割合が高かった
ことが影響し、バターは１５９万２４２４ト
ン（同１. ３％減）、脱脂粉乳は１０１万�
２２６０トン（同４. ２％減）、全粉乳は
４４万７９６４トン（同１０. ４％減）と、
いずれも前年同期を下回る結果となった。

（注１）�海外情報「ＥＵと米国、航空機補助金を巡る追加
関税措置の停止を合意（ＥＵ）」（https://www.
alic.go.jp/chosa-c/joho01_002968.html） を
参照されたい。

生乳取引価格は高い水準も、コスト
上昇が懸念

　欧州委員会によると、１０月のＥＵの平均
生乳取引価格（推定値）は、１００キログラ
ム当たり３８ユーロ（４９３７円、１ユーロ：
１２９. ９１円（注２））と前年同月比８. ４％
高となった（図３）。例年、同価格は生乳出
荷量が増加する夏場に下落し、生乳出荷量が
減少する冬場に向けて上昇するという季節傾
向があるが、２０２１年は、中国の輸入需要
に伴う乳製品国際相場の上昇や乳製品価格が
好調に推移していることもあり、夏場に下落
することなく、上昇を続けている。
　同価格は上昇を続けているものの、酪農経
営に影響を及ぼす飼料価格やエネルギーコス

図１　四半期ごとの生乳出荷量の推移
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図１ 四半期ごとの生乳出荷量の推移

資料：欧州委員会「Ｅｕｒｏｓｔａｔ」

注１：速報値。

注２：データが未公表のルクセンブルグは除く。資料：欧州委員会「Eurostat」
注１：速報値。
注２：データが未公表のルクセンブルグは除く。
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� （調査情報部　小林　智也）

Ｎ　Ｚ

乳製品国際価格は、主要４品目で上昇

例年以上の降雨により、生乳生産量
は３カ月連続減

　ニュージーランド乳業協会（ＤＣＡＮＺ）
によると、２０２１年１０月の生乳生産量は、
３１３万３０００トン（前年同月比３. ３％
減）とやや減少し、３カ月連続で前年同月を
下回った（図１）。現地報道によると、例年
に比べて降雨が多く、土壌の水分過多から牧
草の生育に影響が生じたことで、生乳生産量

トは上昇している。直近の１１月１５日の週
では、過去４週間の平均と比較して飼料価格
は１. ４％高、エネルギーコストは０. ５％
高となっている。同価格の上昇率に比べると、
投入コストの上昇率は低い水準にあるもの
の、今後の生乳生産への影響が懸念される。

（注２）�三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社
「月末・月中平均の為替相場」の２０２１年１１月
末ＴＴＳ相場。

図３　生乳取引価格の推移
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図３ 生乳取引価格の推移

資料：欧州委員会「Milk market observatory」

注１：直近月は推定値。

注２：２０１９年以降はデータが未公表のルクセンブルグを除く。
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資料：欧州委員会「Milk market observatory」
注１：直近月は推定値。
注２：2019年以降はデータが未公表のルクセンブルグを除く。

の減少につながったとされる。
　また、今後の生乳生産量についてニュー
ジーランド証券取引所（ＮＺＸ）は、土壌の
水分過多が１１月の生乳生産を圧迫し、年内
は前年同月割れが続く可能性があるとし、さ
らに、今後もラニーニャ現象による多雨によ
り牧草の生育不順が続くことで、今シーズン
の酪農生産はさらに厳しいものになると予測
している。

図１　生乳生産量の推移
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図１ 生乳生産量の推移

（月）

資料： ＤＣＡＮＺ

注： 年度は６月～翌５月。

（千トン）

資料：DCANZ
　注：年度は6月〜翌5月。
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国、豪州向けが前年同月を大幅に上回ったこ
とから、全体でも大幅に増加した。
　一方、全粉乳は、中国向けが前年同月を大
幅に上回った一方、東南アジアやアフリカ向
けなどが落ち込んだことで、全体ではわずか
に減少した。バターおよびバターオイルは、
エジプト向けが第２位の輸出量になったほ
か、日本向けなども大幅に増加した。一方で、
最大の輸出先である中国向けが前年同月を下
回ったことで、全体ではかなり大きく減少し
た。

１０月の乳製品輸出量、脱脂粉乳と
チーズは前年同月比増

　ニュージーランド統計局（Ｓｔａｔｓ Ｎ
Ｚ）によると、２０２１年１０月の乳製品輸
出量は、脱脂粉乳とチーズが前年同月を上
回ったものの、全粉乳とバターおよびバター
オイルは前年同月を下回った（表１、図２）。
　脱脂粉乳は、最大の輸出先である中国向け
のほか、東南アジア向けも好調を維持し、全
体ではかなり大きな増加となった。チーズは、
主要輸出先である中国向けのほか、日本や韓

表１　乳製品輸出量の推移
� （単位：トン）

品目 2020 年
10月

2021 年
10月

2021/22 年度
（7〜10月）前年同月比

（増減率）
前年同期比
（増減率）

脱脂粉乳 27,177� 30,678� 12.9％ 83,509� 13.8％
全粉乳 128,027� 124,845� ▲�2.5％ 345,252� ▲�4.6％

バターおよび
バターオイル 35,299� 30,154� ▲�14.6％ 93,770� ▲�13.0％

チーズ 26,288� 31,561� 20.1％ 98,681� 9.2％
資料：Stats�NZ
注１：製品重量ベース。
注２：年度は７月〜翌６月。

図２　乳製品輸出量および前年同月比（増減率）の推移

資料：Stats�NZ
　注：製品重量ベース。
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ＧＤＴ、チーズが２０１４年１月以
来の５０００ドル台

　２０２１年１１月１６日に開催されたグ
ローバルデイリートレード（ＧＤＴ：月２回
開催されるフォンテラ社主催の電子オーク
ション。乳製品の国際価格の指標とされる）
の１トン当たり平均取引価格は、主要４品目
すべてで前回開催（同年１１月２日）時より
上昇した（表２、図３）。
　品目別に見ると、脱脂粉乳は、北アジア（注）、
ＥＵ、中東からの需要にけん引され、１トン
当たり３６７６米ドル（４２万３０００円、
前回比１. ４％高）と前回をわずかに上回っ

た。全粉乳は、東南アジアからの需要が落ち
着く中で、北アジアからの旺盛な需要にけん
引され、同３９８７米ドル（４５万９０００
円、同１. ７％高）と全体としてはわずかに
上昇した。バターは、北アジアのほか中東や
北米からの需要が強く、同５５３４米ドル
（６３万６０００円、同３. ４％高）と前回
をやや上回った。チーズは、東南アジアを中
心にアフリカ、中東からの需要にけん引され、
同５１６２米ドル（５９万４０００円、同
２. １％高）と、１４年１月以来の５０００
ドル超えとなった。

（注）�ニュージーランド外務貿易省は、中国、日本、香港、
韓国、台湾を北アジアとしている。

� （調査情報部　廣田　李花子）

表２　ＧＤＴ乳製品取引価格（２０２１年１１月１６日開催）
� （単位：米ドル /トン、万円 /トン）

品目 価格 前年比
（騰落率）

前回比
（騰落率）米ドル 万円

脱脂粉乳 3,676� 42.3� 31.3％ 1.4％
全粉乳 3,987� 45.9� 31.3％ 1.7％
バター 5,534� 63.6� 44.2％ 3.4％
チーズ 5,162� 59.4� 41.8％ 2.1％

資料：ＧＤＴ
注１：�１米ドル＝115円（三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社「月末・月中平

均の為替相場」の2021年11月末TTS相場）として計算。
注２：前回は11月２日に開催。

図３　ＧＤＴの乳製品取引価格と総取引数量の推移

資料：GDT
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図３ ＧＤＴの乳製品取引価格と総取引数量の推移

資料：ＧＤＴ

総取引数量（左軸）
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飼料穀物
世　界

２０２１/２２年度の世界のトウモロコシ期末在庫、１９/２０年度の水準に近づく
　米国農務省世界農業観測ボード（ＵＳＤＡ/
ＷＡＯＢ）および米国農務省海外農業局（Ｕ
ＳＤＡ/ＦＡＳ）は２０２１年１１月９日、
２０２１/２２年度の世界のトウモロコシ需
給予測値を更新した（表）。
　これによると、世界のトウモロコシ生産量
は、１２億４６２万トン（前年度比７. ６％
増、前月比０. ５％増）と前月からわずかに
増加すると見込まれている。国別に見ると、
米国は単収の増加などにより１１０万トン、
アルゼンチンは作付面積の増加などにより
１５０万トン上方修正された。
　輸出量は、世界全体で２億３４７万トン（同
１５. ２％増、同０. ８％増）と前月からわ
ずかに増加すると見込まれている。国別に見
ると、増産予測のアルゼンチンで１００万ト

ン上方修正された。
　輸入量は、世界全体で１億８３４２万トン
（同２. ２％減、同０. ２％減）と前月並みが
見込まれている。主要輸入国である中国は
２６００万トンと前月から変わらず、引き続
き高水準が見込まれている。
　消費量は、世界全体で１１億９２０７万ト
ン（同５. ２％増、同０. ５％増）と前月か
らわずかに増加すると見込まれている。国別
に見ると、エタノール向けの需要が増加する
米国で１２７万トン上方修正された。
　期末在庫は、増産見込みを背景に前月から
０. ９％増の３億４４２万トン（同４. ３％
増）と１９/２０年度に近い水準が見込まれ
ている。
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（単位：百万トン）

国　　名 2019/20 年度 2020/21 年度
（推計値）

2021/22 年度

（10 月予測） （11月予測） 前年度比
（増減率）

米国
期首在庫 56.41 48.76 31.41 31.41 ▲ 35.6%
生産量 345.96 358.45 381.49 382.59 6.7%
輸入量 1.06 0.62 0.64 0.64 3.2%
消費量 309.55 306.49 311.93 313.20 2.2%
輸出量 45.13 69.92 63.50 63.50 ▲ 9.2%
期末在庫 48.76 31.41 38.10 37.94 20.8%

アルゼンチン
期首在庫 2.37 3.62 2.12 1.62 ▲ 55.2%
生産量 51.00 50.50 53.00 54.50 7.9%
輸入量 0.00 0.01 0.01 0.01 0.0%
消費量 13.50 14.00 14.50 14.50 3.6%
輸出量 36.25 38.50 38.00 39.00 1.3%
期末在庫 3.62 1.62 2.63 2.63 62.3%

ブラジル
期首在庫 5.31 5.23 4.73 5.23 0.0%
生産量 102.00 86.00 118.00 118.00 37.2%
輸入量 1.65 3.50 1.70 1.70 ▲ 51.4%
消費量 68.50 72.00 73.00 73.00 1.4%
輸出量 35.23 17.50 43.00 43.00 145.7%
期末在庫 5.23 5.23 8.43 8.93 70.7%

ウクライナ
期首在庫 0.89 1.48 0.90 0.90 ▲ 39.2%
生産量 35.89 30.30 38.00 38.00 25.4%
輸入量 0.03 0.02 0.02 0.02 0.0%
消費量 6.40 7.10 6.50 6.50 ▲ 8.5%
輸出量 28.93 23.80 31.50 31.50 32.4%
期末在庫 1.48 0.90 0.91 0.91 1.1%

中国
期首在庫 210.18 200.53 204.19 205.7 2.6%
生産量 260.78 260.67 273.00 273.00 4.7%
輸入量 7.58 29.51 26.00 26.00 ▲ 11.9%
消費量 278.00 285.00 294.00 294.00 3.2%
輸出量 0.01 0.00 0.02 0.02 -
期末在庫 200.53 205.70 209.17 210.68 2.4%

世界計
期首在庫 322.37 306.48 289.99 291.87 ▲ 4.8%
生産量 1,119.68 1,119.02 1,198.22 1,204.62 7.6%
輸入量 167.76 187.60 183.85 183.42 ▲ 2.2%
消費量 1,135.57 1,133.63 1,186.46 1,192.07 5.2%
輸出量 172.33 176.56 201.91 203.47 15.2%
期末在庫 306.48 291.87 301.74 304.42 4.3%

資料：USDA/WAOB「World Agricultural Supply and Demand Estimates」
　注：各国の穀物年度　世界、米国：９月～翌８月/中国、ウクライナ：１０月～翌９月/アルゼンチン、ブラジル：３月～翌２月。

表　主要国のトウモロコシの需給見通し（２０２１年１１月９日米国農務省公表）

� （調査情報部　水野　崇）
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２０２１/２２年度は記録的な生産で大豆期末在庫も高水準
　米国農務省世界農業観測ボード（ＵＳＤＡ/
ＷＡＯＢ）および米国農務省海外農業局（Ｕ
ＳＤＡ/ＦＡＳ）は２０２１年１１月９日、
２０２１/２２年度の世界の大豆需給予測値
を更新した。
　これによると、世界の大豆生産量は
３億８４０１万トン（前年度比４. ９％増）
と前月から１１３万トン下方修正されたが、
前年度を上回る記録的な生産が見込まれてい
る（表）。最大の生産国であるブラジルは引
き続き過去最大とされているほか、米国は前
月から単収の下方修正（０. ３ブッシェル減
の１エーカー当たり５１. ２ブッシェル）、ま
た、アルゼンチンは同じく収穫面積の下方修
正が行われたが、いずれも生産は前年度を上
回ると見込まれている。
　輸出量は、世界全体で１億７２０９万トン
（同４. ４％増）と前月から９９万トン下方
修正された。最大の輸出国であるブラジルは、
作付面積の拡大などに伴う生産増を要因に
９４００万トン（同１５. １％増）と前年度

をかなり大きく上回る一方、米国は、繰越在
庫が少ないことなどから５５７９万トン（同
９. ５％減）と前年度をかなりの程度下回る
と見込まれている。
　輸入量は、世界全体で１億６９７８万トン
（同２. １％増）と前月から８４万トン下方
修正された。最大の輸入国である中国は、米
国とアルゼンチンの輸出量が下方修正された
ことを受けて１億トン（同０. ２％増）と前
月から１００万トン下方修正された。
　消費量（搾油仕向け）は、世界全体で
３億２８８２万トン（同４. ０％増）と前月
から４３万トン上方修正されたが、最大の消
費国である中国は、前月から変わらず前年度
をやや上回る９８００万トンと見込まれてい
る。
　この結果、引き続き世界の生産量が消費量
を上回っていることで、期末在庫は
１億３７８万トン（同３. ７％増）と前月か
ら７９万トン下方修正されたものの、前年度
に続き１億トンを上回ると見込まれている。
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� （調査情報部　横田　徹）

（単位：百万トン）

国　　名 2019/20 年度 2020/21 年度
（推計値）

2021/22 年度

（10 月予測） （11月予測） 前年度比
（増減率）

米国
期首在庫 24.74 14.28 6.97 6.97 ▲ 51.2%
生産量 96.67 114.75 121.06 120.43 4.9%
輸入量 0.42 0.54 0.41 0.41 ▲ 24.1%
消費量 58.91 58.26 59.60 59.60 2.3%
輸出量 45.70 61.66 56.88 55.79 ▲ 9.5%
期末在庫 14.28 6.97 8.71 9.25 32.7%

ブラジル
期首在庫 32.47 20.00 26.95 27.95 39.8%
生産量 128.50 138.00 144.00 144.00 4.3%
輸入量 0.55 1.02 0.65 0.65 ▲ 36.3%
消費量 46.74 46.75 47.70 47.70 2.0%
輸出量 92.14 81.65 93.00 94.00 15.1%
期末在庫 20.00 27.95 28.25 28.25 1.1%

アルゼンチン
期首在庫 28.89 26.65 25.75 25.06 ▲ 6.0%
生産量 48.80 46.20 51.00 49.50 7.1%
輸入量 4.88 4.82 4.70 4.80 ▲ 0.4%
消費量 38.77 40.16 42.00 42.00 4.6%
輸出量 10.00 5.19 6.35 5.35 3.1%
期末在庫 26.65 25.06 25.70 24.61 ▲ 1.8%

中国
期首在庫 19.46 26.80 33.72 34.49 28.7%
生産量 18.10 19.60 19.00 19.00 ▲ 3.1%
輸入量 98.53 99.76 101.00 100.00 0.2%
消費量 91.50 93.00 98.00 98.00 5.4%
輸出量 0.09 0.07 0.10 0.10 42.9%
期末在庫 26.80 34.49 35.92 35.69 3.5%

世界計
期首在庫 114.10 95.49 99.16 100.11 4.8%
生産量 339.89 366.23 385.14 384.01 4.9%
輸入量 164.97 166.24 170.62 169.78 2.1%
消費量 312.48 316.04 328.39 328.82 4.0%
輸出量 165.06 164.80 173.08 172.09 4.4%
期末在庫 95.49 100.11 104.57 103.78 3.7%

資料：USDA
注１：各国の穀物年度　米国：９月～翌８月/ブラジル、アルゼンチン、中国：１０月～翌９月。
注２：消費量は搾油仕向量である。

表　主要国の大豆需給見通し（２０２１年１１月９日米国農務省公表）
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米　国

２０２１/２２年度の米国トウモロコシ生産量、前月比で増加見込み
　ＵＳＤＡ/ＷＡＯＢは２０２１年１１月９
日、２０２１/ ２２年度（９月～翌８月）の
米国の主要農作物需給予測値を更新した。こ

のうち、同国のトウモロコシ需給見通しは次
の通りである（表）。

　生産量は、単収の上方修正を受けて、
１ ５ ０ 億 ６ ２ ０ ０ 万 ブ ッ シ ェ ル（ ３ 億 
８２５９万トン（注）、前年度比６. ７％ 増、
前月比０. ３％ 増）と見込まれている。前年
度からかなりの程度増加する見込みであり、
これまでの統計で最も生産量の多かった
１６/ １７年度の１５１億４８００万ブッ
シェル（３億８４７７万トン）に近い水準と
なっている。
　消費量は、エタノール向けが前月から
５０００万ブッシェル上方修正されたことか
ら、全体では１２３億３０００万ブッシェル

（３億１３１９万トン、同２. ２％ 増、同

区分 －単位－ 2019/20
年度

2020/21
年度

（推計値）

2021/22 年度

（10月予測）（11月予測） 参考（換算値） 前年度比
（増減率）

作付面積 （百万エーカー） 89.7 90.7 93.3 93.3 37.8 （百万ヘクタール） 2.9%
収穫面積 （百万エーカー） 81.3 82.3 85.1 85.1 34.4 （百万ヘクタール） 3.4%
単収 （ブッシェル/エーカー） 167.5 171.4 176.5 177.0 11.1 （トン/ヘクタール） 3.3%
生産量 （百万ブッシェル） 13,620 14,111 15,019 15,062 382.59 （百万トン） 6.7%
輸入量 （百万ブッシェル） 42 24 25 25 0.64 （百万トン） 4.2%
期首在庫 （百万ブッシェル） 2,221 1,919 1,236 1,236 31.40 （百万トン） ▲ 35.6%
総供給量 （百万ブッシェル） 15,883 16,055 16,280 16,323 414.62 （百万トン） 1.7%
国内消費量 （百万ブッシェル） 12,186 12,066 12,280 12,330 313.19 （百万トン） 2.2%
飼料など向け （百万ブッシェル） 5,900 5,601 5,650 5,650 143.52 （百万トン） 0.9%
食品・種子・その他工業向け（百万ブッシェル） 6,286 6,465 6,630 6,680 169.68 （百万トン） 3.3%

うちエタノール向け （百万ブッシェル） 4,857 5,028 5,200 5,250 133.36 （百万トン） 4.4%
輸出量 （百万ブッシェル） 1,777 2,753 2,500 2,500 63.50 （百万トン） ▲ 9.2%
総消費量 （百万ブッシェル） 13,963 14,819 14,780 14,830 376.70 （百万トン） 0.1%
期末在庫 （百万ブッシェル） 1,919 1,236 1,500 1,493 37.92 （百万トン） 20.8%
期末在庫率 （％） 13.7 8.3 10.149 10.067 1.8 ポイント増
生産者平均販売価格 （米ドル/ブッシェル） 3.56 4.53 5.45 5.45 24.7 （円 /㎏） 20.3%

資料：USDA/WAOB「World Agricultural Supply and Demand Estimates」
注１：年度は各年９月～翌８月。
注２：１エーカーは約０. ４０４７ヘクタール。

表　米国のトウモロコシの需給見通し（２０２１年１１月９日米国農務省公表）

０. ４％ 増）とわずかに上方修正された。
　輸出量は、アルゼンチンやＥＵなどの主産
国で輸出量の上方修正があるものの、２５億
ブッシェル（６３５０万トン、同９. ２％ 減、
前月同）と前月並みとされ、依然として記録
的な輸出量となった前年度からかなりの程度
の減少が見込まれている。
　期末在庫は、１４億８３００万ブッシェル

（３７９２万トン、同２０. ８％ 増、同０. ５％
減）と前月からわずかに下方修正された結果、
期末在庫率（総消費量に対する期末在庫量）
は１０. １％（同１. ８ポイント増、前月並み）
と前月から引き続き１０％ 台を保った。
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　また、生産者平均販売価格は、前月と同じ
１ブッシェル当たり５. ４５米ドル（６２７
円。１キログラム当たり２４. ７円）と据え
置かれている。

（注）�１ブッシェルを約２５. ４０１キログラムとして農畜
産業振興機構が換算。

� （調査情報部　水野　崇）

中　国

トウモロコシ、供給増から国内価格は続落
　中国農業農村部は１１月１９日、「農産物
需給動向分析月報（２０２１年１０月）」を
公表した。この中で２０２１年のトウモロコ
シの国内価格について、順調に収穫が続く中
で下落基調にあるとしている（図）。
　価格下落の要因として、収穫を終えたトウ
モロコシが国内市場に出回る中で、旧穀や貯
蔵されていた輸入トウモロコシが積極的に出
荷される一方、国内での電力の供給制限によ
る工業向け需要の低下から、全体的に需給バ
ランスが緩んでいることを挙げている。
　主要養豚生産地である中国南部向け飼料原

料集積地となる広東省黄埔港到着の輸入トウ
モロコシ価格（関税割当数量内：１％の関
税＋２５％の追加関税）は、１０月が１キ
ログラム当たり２. ６０元（４７円：１元＝
１８. １３円（注））と反転したことで、国産の
トウモロコシ価格（東北部産の同港到着価格）
に比べ同０. １４元（３円）安と前月より価
格差が縮まっている。一方、関税割当数量を
超えた同トウモロコシ価格（６５％の関税
＋２５％の追加関税）は同４. １８元（７６
円）となり、国産に比べ同１.４４元（２６円）
高く前月より価格差が広がった。

図　トウモロコシ価格の推移

資料：中国農業農村部のデータを基にALIC作成
注１：国内価格は、中国東北部から広東省黄埔港までの運賃込み２級黄トウモロコシ価格。
注２：�輸入価格は、米国メキシコ湾積出し２級黄トウモロコシの広東省黄埔港引渡し価格（関税割当

数量内：課税後）。

国内価格

輸入価格

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

18.10 12 19.2 4 6 8 10 12 20.2 4 6 8 10 12 21.2 4 6 8 10

図 トウモロコシ価格の推移

（元/kg）

（年.月）

資料：中国農業農村部のデータを基にALIC作成

注１；国内価格は、中国東北部から広東省黄埔港までの運賃込み２級黄トウモロコシ価格。

注２：輸入価格は、米国メキシコ湾積出し２級黄トウモロコシの広東省黄埔港引渡し価格（関税割当数量内：課税後）。

2018.10

� （調査情報部　横田　徹）
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図　大豆価格の推移

資料：中国農業農村部のデータを基にALIC作成
注１：国内価格は、山東省入荷価格。
注２：輸入価格は、山東省青島港引渡し価格（課税後）。
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図２ 大豆価格の推移

（元/kg）

資料：中国農業農村部のデータを基にALIC作成

注１；国内価格は、山東省入荷価格。

注２：輸入価格は、山東省青島港引渡し価格（課税後）。
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国産大豆価格は若干の上昇
　２０２１年の大豆の生産状況については、
９月に南部での収穫が終了し、１０月に入り
主産地である東北部での収穫が終盤を迎えて
いるが、全体的には前年を上回るとみられて
いる。一方で、国産の大豆価格は、生産増か
ら短期的には下落傾向との予測も出ていた
が、農家からの出荷が減少してきたことで、
若干の上昇を見せている（図）。
　大豆主産地の一つである東北部の黒竜江省
の搾油用向け大豆平均取引価格は、１０月が
１キログラム当たり４. ８８元（８８円、前
年同月比１５. ７％高）、同じく食用向け同
価格は同５. ８４元（１０６円、同２７. ３％
高）と前年に比べて高い水準にある。また、
大豆の国内指標価格の一つとなる山東省の国
産大豆価格は、同６. １４元（１１１円、同
１５. ０％高）と同じく高い水準にある。
　国産大豆価格の上昇を受けて、下落基調に
ある輸入大豆との価格差は１０月が１キログ
ラム当たり１. ６０元（２９円）と前月より

わずかに広がった。今後の見通しについて同
分析月報では、国産の供給量が減少する中で、
積極的な買い付けが行われていることから、
国産大豆価格は引き続き高水準で推移すると
している。
　このような中で、中国の大豆輸入量は引き
続き高い水準にある。２１年１～９月の大豆
輸入量は７３９９万トン（前年同期比０.７％
減）と前年並みを維持しており、同輸入額も
穀物価格の上昇を反映し前年同期比
３９. ４％ 増の４０１億米ドル（４兆�
６０２３億円：１米ドル＝１１４. ７７円
（注））と報告されている。主な輸入先は、ブ
ラジル（輸入量の６６. ２％）、米国（同
２９.５％）、アルゼンチン（同２.０％）となっ
た。

（注）�三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社「月
末・月中平均の為替相場」の２０２１年１１月末日
ＴＴＳ相場。

� （調査情報部　横田　徹）
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